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株主の皆様には、ますますご清栄のこととお喜び申し上げ
ます。また、平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げま
す。

さて、当社は平成22年７月31日をもちまして第101期中間
期（第２四半期連結累計期間　平成22年２月１日から平成22
年７月31日まで）を終了いたしましたので、ここに中間報告
書をお届けし、当社グループの事業の概況をご報告申し上げ
ます。

当中間期のわが国経済は、輸出の増加や生産の持ち直しに
より企業収益が改善するなど、緩やかながら回復の兆しが見

られたものの、欧州諸国の財政悪化懸念に端を発した金融市場の不安定な動き、また円高・株安傾向もあり、
先行きは不透明なまま推移しました。レジャーサービス業におきましては、デフレの影響や雇用情勢の悪化
懸念により個人消費が復調したとは言えず、依然として厳しい事業環境が続いております。

このような状況のもと、当社グループは、平成20年２月から平成23年１月までを対象期間とする３ヶ年中
期経営計画「Scale-up」の最終年度である当期に、「配当の安定継続」、「格付けの向上」、「時価総額の増大」
という３つの経営目標の達成に向けて、グループの総力を挙げて取り組んでおります。

その一環として、平成22年３月20日、東京ドームシティ アトラクションズにファミリー向けの新エリア
「スプラッシュガーデン」をオープンしました。お子様連れのお客様を中心に、幅広い世代のお客様にご好評
いただいております。

当中間期の連結業績といたしましては、東京ドームシティ アトラクションズにおいて、「ジオポリス」の
通期稼働や「スプラッシュガーデン」のオープンがあったものの、東京ドームにおいて、昨年行われたワー
ルドベースボールクラシック（WBC、平成18・21年に開催）が開催されなかったこと、音楽イベントの回数
減、プリズムホールの催事日数減などにより苦戦を強いられました。

その結果、売上高は398億６千３百万円（前年同期比3.0％減）となり、営業利益は42億５千２百万円（前
年同期比4.5％減）、経常利益は24億７千６百万円（前年同期比47.8％減）、中間純利益は10億２千２百万円（前
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年同期比250.9％増）となりました。前年同期には投資有価証券評価損の計上があったため、中間純利益は前
年同期比で大きく増益となりました。

現在、東京ドームシティでは、需要が高まるビジネスイベント「MICE」（注）に対して、東京ドームをはじ
めとする、JCBホール、プリズムホール、後楽園ホールなどの多目的ホール、東京ドームホテルが有する大
小18の宴会場と1006の客室、そして様々なアミューズメント施設を活用して、「MICE」市場に望まれる、敷
地内に全ての施設が揃った「オールインワン」として対応しております。今後、当社の強みである立地、認
知度、複合性、エンタテインメント性を駆使し、当社ならではの「MICE」セールスの販売強化を図り、各
施設の稼働率向上を目指してまいります。

　（注）：�「MICE」とは企業等の会議（Meeting）、企業等の行う報奨・研修旅行（Incentive Travel）、国際機関・団体・学
会等が行う国際会議（Convention）、イベント・展示会・見本市（Event/Exhibition）の頭文字であり、多くの集
客交流が見込まれるビジネスイベントの総称。

同じく東京ドームシティでは、アトラクションズエリアの再開発の一環として、「ジオポリス」、「スプラッ
シュガーデン」に続いて、「パラシュートランド」のリニューアルに向けて検討を進めております。

また、東京都は平成20年に条例改正を行い、大規模事業所を対象とした「温室効果ガス総量削減義務と排
出量取引制度」の導入を決定し、当社グループにおいても平成22年４月１日から削減義務がスタートしてお
ります。対象エリアは東京ドームシティ全域であり、当社は専門チームを設置して対応策を検討および実行
し、東京ドームシティにおける使用エネルギーの削減に取り組んでおります。

当社グループは、経営理念である「私たちは、人とひととのふれあいを通してお客様と『感動』を共有し、
豊かな社会の実現に貢献します」を実践すべく、老若男女が楽しめる都市型レジャースタイルの構築と提案
を使命とし、今後もレジャーサービス業のリーディングカンパニーであり続けるために、グループの総力を
結集して事業に邁進する所存であります。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご指導とお力添えを賜りますようお願い申し上げます｡

平成22年10月

代表取締役社長　

代表取締役社長

久代信次
代表取締役会長

林　有厚

代表取締役会長　
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　化粧品を中心に各種雑貨を取り扱う「ショップイン」は、当中間期におい
て広島店を退店しましたが、新たに開店した新宿ミロード店、広島アッセ
店、天満橋京阪シティモール店（化粧品に特化した小型の新業態店）の３店、
および前年に改装工事を行った主力店が寄与し増収となりました。また、グ
ループ施設共通で利用できる「TDポイントプログラム」が徐々に浸透して
おり、リピート顧客の獲得と会員対象キャンペーンの実施により売上に貢献
しました。
　以上の結果、売上高は40億７千５百万円（前年同期比4.6％増）、営業利益
は１億１千８百万円（前年同期比23.9％増）となりました。

流通事業

　㈱東京ドームファシリティーズのビル管理業におきましては、当社グループ外からの受託収入の減少など
で、売上は前年同期を下回りました。東和工建㈱は立体駐車場建設事業の大型案件受注により増収となりま
した。
　以上の結果、売上高は49億４千１百万円（前年同期比0.3％減）、営業利益は３億５千２百万円（前年同期
比14.2％減）となりました。

その他の事業

レジャー事業

■東京ドームシティ事業
　東京ドームは、巨人戦が１試合増加したことと、巨人軍の好調による安定
した観客動員により健闘しましたが、昨年開催されたワールドベースボール
クラシック（WBC）東京ラウンドおよびその強化試合の計９試合の減、さ
らに音楽およびスポーツイベントの開催日数の減などにより、売上は前年同
期を下回りました。また、企業の宣伝広告費抑制の影響を受け、関連収入の
苦戦が続いております。
　東京ドームシティ内の飲食店・売店は、昨年開催のWBC関連および開催
日数減のイベント関連の売上減により減収となりました。
　ラクーアは、テナント部門の店舗数増による増収がありましたが、入館者
数が減少したスパ部門、会員数が減少したフィットネス部門がそれぞれ減収
となりました。
　東京ドームシティ アトラクションズは、「ジオポリス」と「スプラッシュ
ガーデン」の乗り物収入増と客単価改善によるヒーローショー収入増により、
堅調に推移しました。

■ホテル事業
　東京ドームホテルは、宿泊部門が客室稼働率の回復は見られたものの、客
単価の低下により減収となりましたが、婚礼の１組単価の増加やレストラン
部門における改装店舗の通期稼働により、ホテル全体では増収となりまし
た。
　熱海後楽園ホテルは、客室稼働率・宿泊客数ともに減少しましたが、ホテ
ル全体の売上はほぼ前年同期並みとなりました。
　札幌後楽園ホテルは、来道者数の下げ止まりもあり、客室稼働率・宿泊客
数ともに上昇に転じましたが、婚礼需要が減少し、ホテル全体では減収とな
りました。

事 業 の 種 類 別 セ グ メ ン ト の 概 況

■その他のレジャー事業
　松戸公産㈱の松戸競輪場事業は、３月の日本選手権競輪開催により増収と
なりました。
　㈱東京ドームスポーツは、「スパ イアス」の通期稼働と周知が進んだこと、
および指定管理事業の拡大により運営受託収入が増収となりました。
　以上の結果、レジャー事業全体での売上高は336億４千９百万円（前年同
期比4.5％減）、営業利益は61億５百万円（前年同期比4.1％減）となりました。

＊�記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。また、売上高
にはセグメント間の内部売上高または振替高を含んでおります。

東京ドーム

ショップイン

スパ イアス

東京ドームホテル３階　リラッサ

スプラッシュガーデン内ピクシーカップ
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業 績 の 推 移

（株）東京ドーム 連結子会社 持分法適用関連会社
レジャー事業
東京ドーム
東京ドームシティ
アトラクションズ（遊園地）
ラクーア（スパ・フィットネス）
飲食店・売店
ホテル
その他

ホテル
　㈱東京ドームホテル
　㈱�東京ドーム・リゾート

オペレーションズ
　㈱札幌後楽園ホテル
競輪場
　松戸公産㈱
その他
　㈱後楽園ロコモティヴ
　㈱東京ドームスポーツ
　後楽園事業㈱
　㈱水戸後楽園

ゴルフ場
　�TERREY HILLS GOLF 

AND COUNTRY CLUB
　HOLDINGS LTD.
競輪場
　花月園観光㈱

流通事業
ショップイン

（化粧品・雑貨小売店）

その他の事業
不動産賃貸 ビル管理等

　㈱東京ドームファシリティーズ
リース業等
　松戸公産㈱
　進商事㈱
有価証券の保有・管理
　オリンピア興業㈱
　後楽園事業㈱
不動産の賃貸・分譲
　後楽園不動産㈱
　松戸公産㈱
立体駐車場の建設・管理等
　東和工建㈱
その他
　㈱後楽園フードサービス

ビデオソフト制作・
有線テレビジョン放送等
　東京ケーブルネットワーク㈱

東京ドームグループセグメント セグメント別売上高の推移

セグメント別営業利益の推移

平成22年度中間 平成21年度中間 比　較
増　減

（百万円）

前　年
同期比
（％）

金　額
（百万円）

構成比
（％）

金　額
（百万円）

構成比
（％）

レジャー事業 33,649 78.9 35,249 79.9 △ 1,600 △ 4.5

流 通 事 業 4,075 9.5 3,894 8.8 181 4.6

その他の事業 4,941 11.6 4,959 11.3 △ 17 △ 0.3

計 42,666 100.0 44,102 100.0 △ 1,436 △ 3.3

セグメント間
取 引 の 消 去 （2,803） （2,987） − −

連 結 39,863 41,115 △ 1,252 △ 3.0

平成22年度中間 平成21年度中間 比　較
増　減

（百万円）

前　年
同期比
（％）

金　額
（百万円）

構成比
（％）

金　額
（百万円）

構成比
（％）

レジャー事業 6,105 92.8 6,365 92.6 △ 260 △ 4.1

流 通 事 業 118 1.8 95 1.4 22 23.9

その他の事業 352 5.4 411 6.0 △ 58 △ 14.2

計 6,576 100.0 6,872 100.0 △ 295 △ 4.3

セグメント間取引
の消去または全社

（2,324） （2,420） − −

連 結 4,252 4,452 △ 199 △ 4.5

セ グ メ ン ト 情 報 （平成22年7月31日現在）
（事業の種類別セグメント）

連　結

売上高の推移

19年度
（第98期）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000
（百万円）通期中間期

通期中間期

通期中間期

通期中間期

通期中間期

通期中間期

経常利益の推移

19年度
（第98期）

0

3,000

6,000

12,000

9,000

15,000
（百万円）

中間純利益の推移

売上高の推移

経常利益の推移

中間純利益の推移

△2,000

0

6,000

8,000
（百万円）

（百万円）

（百万円）

（百万円）

4,000

2,000

6,411

19年度
（第98期）

19年度
（第98期）

19年度
（第98期）

0

20,000

10,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

0

3,000

6,000

9,000

△5,000

2,000

5,000

4,000

3,000

1,000

0

4,295

19年度
（第98期）

44,829

6,588

29,959

4,534

7,811 4,417

20年度
（第99期）

21年度
（第100期）

87,729

20年度
（第99期）

21年度
（第100期）

12,060

20年度
（第99期）

21年度
（第100期）

20年度
（第99期）

21年度
（第100期）

20年度
（第99期）

21年度
（第100期）

58,519

7,584

20年度
（第99期）

21年度
（第100期）

43,577

87,489
81,924

30,129

59,893
56,985

6,683

10,528

8,295 4,539

6,711

5,621

6,217
6,676

△1,004

4,107 4,099

△4,348

41,115
29,225

4,739
3,654

291 △1,037

22年度
（第101期）

22年度
（第101期）

22年度
（第101期）

22年度
（第101期）

22年度
（第101期）

22年度
（第101期）

39,863

1,022

2,927

2,476

27,199

1,533

単　体

＊P5～P8の各表において、「第2四半期連結累計期間」を「中間」と表記しております。
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中 間 連 結 財 務 諸 表

中間連結貸借対照表（概要）	 単位：百万円

中間連結損益計算書（概要）	 単位：百万円

科　目
第101期（中間）

平成22年 2月 1日から
平成22年 7月31日まで

第100期（中間）
平成21年 2月 1日から
平成21年 7月31日まで

売上高 39,863 41,115
売上原価 32,410 33,355
　売上総利益 7,452 7,760
一般管理費 3,200 3,308
　営業利益 4,252 4,452
営業外収益 442 2,484
営業外費用 2,218 2,196
　経常利益 2,476 4,739
特別利益 5 441
特別損失 254 5,078
　税金等調整前中間純利益 2,227 102
　法人税、住民税及び事業税 55 120
　法人税等調整額 1,149 △ 309
　中間純利益 1,022 291

＊記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

科　目 第101期（中間）
(平成22年7月31日現在）

第100期（中間）
（平成21年7月31日現在）

第100期（期末）
（平成22年1月31日現在）

資産の部
流動資産 19,957 19,441 20,002
固定資産 288,280 294,192 287,054

有形固定資産 252,059 250,787 248,245
無形固定資産 806 904 847
投資その他の資産 35,414 42,500 37,960

繰延資産 1,165 907 935
資産合計 309,404 314,540 307,992
負債の部

流動負債 83,064 83,491 86,536
固定負債 175,765 177,640 169,953
負債合計 258,830 261,131 256,490
純資産の部

株主資本 4,301 5,545 4,234
評価・換算差額等 46,272 47,863 47,267
純資産合計 50,574 53,409 51,501
負債純資産合計 309,404 314,540 307,992

＊「第２四半期連結累計期間」を「中間」と表記しております。

科　目
第101期（中間）

平成22年 2月 1日から
平成22年 7月31日まで

第100期（中間）
平成21年 2月 1日から
平成21年 7月31日まで

営業活動によるキャッシュ･フロー 3,848 4,418
投資活動によるキャッシュ･フロー △ 8,751 △ 6,107
財務活動によるキャッシュ･フロー 2,862 △ 3,332
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 2,040 △ 5,021
現金及び現金同等物の期首残高 13,170 14,433
現金及び現金同等物の中間期末残高 11,130 9,411

中間連結キャッシュ・フロー計算書（概要）	 単位：百万円

＊記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

中間貸借対照表（概要）	 単位：百万円 中間損益計算書（概要）	 単位：百万円

科　目 第101期（中間）
（平成22年7月31日現在）

第100期（中間）
（平成21年7月31日現在）

第100期（期末）
(平成22年1月31日現在）

資産の部
　流動資産 11,677 11,386 12,482
　固定資産 303,653 308,299 301,604
　　有形固定資産 230,469 228,395 226,285
　　無形固定資産 614 686 648
　　投資その他の資産 72,569 79,216 74,670
　繰延資産 1,165 907 935
　資産合計 316,496 320,593 315,021
負債の部
　流動負債 80,098 80,027 84,083
　固定負債 183,243 183,341 177,408
　負債合計 263,342 263,369 261,491
純資産の部
　株主資本 5,118 7,868 4,541
　評価・換算差額等 48,036 49,355 48,989
　純資産合計 53,154 57,223 53,530
　負債純資産合計 316,496 320,593 315,021

科　目
第101期（中間）
平成22年 2月 1日から
平成22年 7月31日まで

第100期（中間）
平成21年 2月 1日から
平成21年 7月31日まで

売上高 27,199 29,225

売上原価 20,595 21,973

　売上総利益 6,604 7,252

一般管理費 2,293 2,361

　営業利益 4,311 4,890

営業外収益 650 1,007

営業外費用 2,033 2,244

　経常利益 2,927 3,654

特別利益 5 48

特別損失 225 5,051

　税引前中間純利益（△は純損失） 2,707 △ 1,348

　法人税、住民税及び事業税 16 16

　法人税等調整額 1,157 △ 327

　中間純利益（△は純損失） 1,533 △ 1,037

中 間 個 別 財 務 諸 表
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会 社 の 概 要 （平成22年7月31日現在）

東京ドームシティ　�〒112-8575　東京都文京区後楽1丁目3番61号 
わくわくダイヤル（ご案内専用電話） 　03-5800-9999

	 東京ドーム（全天候型多目的スタジアム）
	 東京ドームシティ アトラクションズ
	 ラクーア（天然温泉スパ、アトラクション、ショップ＆レストラン、フィットネスクラブ）
	 ミーツポート（JCBホール、ショップ＆レストラン）
	 青いビル
	 　　後楽園ホール、サウナ東京ドーム
	 黄色いビル
	 　　東京ドームボウリングセンター
	 　　ウインズ後楽園（中央競馬）、オフト後楽園（南関東4競馬）
	 プリズムホール（多目的イベントホール）
	 東京ドームシティおもちゃ王国（見て、触れて、体験できる「おもちゃ」のテーマパーク）
	 レストラン、ショップ、ゲームセンター　各店

ショップイン（化粧品・雑貨小売店）
東京23区エリア 

アトレ恵比寿店 03-5475-8393
自由が丘マリクレール通り店 03-3725-2661
池袋サンシャインシティ店 03-5979-8690
ウィング高輪店 03-3473-6685
お茶の水サンクレール店 03-3293-9550
ルミネ北千住店 03-3879-1163
赤羽アピレ店 03-3905-2050
ルミネ荻窪店 03-3393-5515
錦糸町テルミナ２店 03-3624-2130
東京ドームシティラクーア店 03-3868-7066
新宿ミロード店 03-3349-5660
銀座インズ店 03-3562-9710

東京23区外エリア 
国分寺エル店 042-327-1066
国立駅店 042-574-7585
町田モディ店 042-726-1180

関東エリア 
東急百貨店たまプラーザ店 045-903-2156
茅ヶ崎ラスカ店 0467-88-2888
溝の口ノクティプラザ店 044-814-7524
横須賀モアーズシティ店 046-820-4451
ルミネ藤沢店 0466-55-1525
シャポー市川店 047-320-9280

東武百貨店船橋店 047-425-0700
ペリエ千葉店 043-222-7600
ボックスヒル松戸店 047-364-7185
ルミネ大宮店 048-631-0226
川崎BE店 044-210-0181

東海中部エリア
名古屋スカイル店 052-264-6535

関西エリア
ディアモール大阪店 06-6348-4634
淀屋橋odona店 06-6221-2977
心斎橋オーパ店 06-6258-3907
京橋京阪モール店 06-6356-3408
天王寺ミオ店 06-6770-1172
京阪百貨店ひらかた店 072-861-3250
京都ザ・キューブ店 075-365-8628
河原町オーパ店 075-255-8141
川西モザイクボックス店 072-740-2544
ららぽーと甲子園店 0798-81-6802
なんばマルイ店 06-7633-7932
コスメティーカ天満橋京阪シティモール店 06-4790-6201

中国エリア 
岡山一番街店 086-232-1060
広島アッセ店 082-568-9077

東京ドームホテルズ
東京ドームホテル（東京都文京区） 03-5805-2111
熱海後楽園ホテル（静岡県熱海市） 0557-82-0121
札幌後楽園ホテル（北海道札幌市） 011-261-0111

ゴルフ
TERREY HILLS GOLF AND COUNTRY CLUB（SYDNEY, AUSTRALIA）+61-2-9450-0155

競輪場
松戸競輪場（千葉県松戸市） 047-362-2181

ラクーア

松戸競輪場

グ ル ー プ の 主 な 営 業 所 （平成22年10月1日現在）

札幌後楽園ホテル

テナントビル
	 松戸公産アドホック新宿ビル（東京都新宿区）		 03-3354-2100
	 プチモール二ツ木（千葉県松戸市）		 047-374-5511

社 　 　 　 名 株式会社東京ドーム
TOKYO DOME CORPORATION

設 　 　 　 立 昭和11年 12月25日
本 　 　 　 社 〒112-8575

　東京都文京区後楽1丁目3番61号
　TEL　03-3811-2111（代表）

従 業 員 数 823名
資 本 金 2,038,451,007円
発行可能株式総数 396,000,000株
発行済株式の総数 190,924,727株

（自己株式790,113株を除く）
株 主 数 16,897名

（自己株式1名を除く）

役員

所有者別株式分布状況

証券会社　49名
4.24%

個人･その他　16,379名
29.19%

金融機関　43名
45.12%

その他国内法人　294名
11.68%

外国人　132名
　9.74%

大株主（上位10名）

株　主　名 所有株式数（千株） 持株比率（％）

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口） 19,017 9.96

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口） 13,582 7.11

富国生命保険相互会社 8,553 4.47
株式会社みずほコーポレート銀行 6,753 3.53
株式会社竹中工務店 6,686 3.50
日本興亜損害保険株式会社 4,377 2.29
株式会社みずほ銀行 3,610 1.89
日本生命保険相互会社 3,261 1.70
中央三井信託銀行株式会社 3,156 1.65
朝日生命保険相互会社 3,111 1.62

地　　　位 氏　名 担当または主な職業

代表取締役会長 林 　 有 厚
代表取締役社長
執 行 役 員 久 代 信 次

代表取締役副社長
執 行 役 員 朝 井 正 昭 経営本部長兼グループ戦略室担当

兼広報IR室担当
専 務 取 締 役
執 行 役 員 阿 部 信 二 管理本部長兼施設部担当

兼秘書室担当
専 務 取 締 役
執 行 役 員 北 田 英 一 営業本部長兼東京ドーム・プロパ

ティ管理担当兼ショップイン担当
常 務 取 締 役
執 行 役 員 本 田 顯 治 営業本部副本部長兼興行企画・

ホール・ミーツポート担当

取 締 役 秋 山 智 史 富国生命保険相互会社
取締役会長

取 締 役 森 　 信 博 日本ハーデス株式会社
代表取締役社長

取 締 役 井 上 義 久 朝日生命保険相互会社
代表取締役専務執行役員

常 勤 監 査 役 粟 田 幹 雄

常 勤 監 査 役 祝 田 雅 美

監 査 役 堤 　 淳 一 弁護士

監 査 役 野 﨑 幸 雄 弁護士

監 査 役 児 玉 幸 治 財団法人機械システム振興協会会長

常務執行役員 野 村 龍 介 営業本部業務・営業環境管理担当
兼業務部長

常務執行役員 長 岡 　 勤 経営本部開発室担当兼開発室長

執 行 役 員 鶴 留 俊 一 営業本部ラクーア・アミューズメント
担当兼アミューズメント部長

執 行 役 員 土 井 良 一 営業本部宣伝広告・営業推進担当

執 行 役 員 田 中 雅 昭 管理本部総務部担当
兼財務部担当兼財務部長

執 行 役 員 谷 口 好 幸 審査法務担当兼審査法務部長

執 行 役 員 山 田 幸 雄 管理本部人事部担当兼人事部長

執 行 役 員 山 田 　 豊 営業本部飲食＆物販担当
兼飲食＆物販部長

執 行 役 員 西 勝 　 昭 営業本部東京ドーム部長

（注）�持株比率は、自己株式（790,113株）を控除して計算し、小数点
第3位以下を切り捨てて表示しております。

※パーセンテージは持株比率
（自己株式を控除して計算し、小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。）9 10



証 券 コ ー ド 9681
事 業 年 度 2月1日から翌年1月31日まで
定 時 株 主 総 会 4月
基 準 日 定時株主総会・期末配当・株主ご優待　1月31日

中間配当　　　　　　　　　　　　　　7月31日
その他必要あるときは、予め公告して臨時に基準日を定めます。

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

東京都港区芝3丁目33番1号
中央三井信託銀行株式会社

（郵 便 物 送 付 先） 〒168-0063　東京都杉並区和泉2丁目8番4号
中央三井信託銀行株式会社　証券代行部

（電 話 照 会 先） 電話  0120-78-2031 （フリーダイヤル）
（ホームページアドレス） http://www.chuomitsui.co.jp/person/p_06.html

取次事務は中央三井信託銀行株式会社の全国各支店ならびに日本証券代行株式会社の本店および全国各支店で行っ
ております。

公 告 の 方 法 電子公告により行います。
ただし、事故その他やむをえない事由によって電子公告によることができない場合は、日本経済新聞に掲載する方
法により行います。

・住所変更、単元未満株式の買取・買増のお申出先について
　　�株主様の口座のある証券会社にお申出ください。なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の

口座管理機関である中央三井信託銀行株式会社にお申出ください。
・未払配当金の支払について
　　株主名簿管理人である中央三井信託銀行株式会社にお申出ください。

株主ご優待基準・ご優待の内容

株 主 メ モ

ご 優 待 の 内 容
ご 所 有 株 式 数

1,000株以上 3,000株以上 4,000株以上 10,000株以上 30,000株以上 60,000株以上

① 野球株主証

― ― 巨人戦立ち見・
日本ハム戦外野席１枚

巨人戦立ち見・
日本ハム戦外野席１枚

巨人戦指定席C・
日本ハム戦指定席１枚

巨人戦指定席A･B１枚
または指定席C２枚・
日本ハム戦指定席１枚

対　　象　　�平成22年（2010年）に東京ドームで開催されるプロ野球公式戦（読売ジャイアンツおよび北
海道日本ハムファイターズの主催試合）全試合

　　　　　　※クライマックスシリーズ・日本シリーズ等は対象外　※優待席満席の場合、立ち見

② 東京ドームシティ
アトラクションズ乗り物券

― 5回 5回 10回 20回 20回
有効期限　　平成23年（2011年）3月31日まで

③ スパ ラクーア入館券
― 2枚 2枚 4枚 10枚 10枚

有効期限　　平成23年（2011年）3月31日まで

④ 東京ドーム500円優待券
6枚 6枚 6枚 6枚 20枚 20枚

有効期限　　平成23年（2011年）3月31日まで

⑤ スパ ラクーア割引券
10枚 10枚 10枚 10枚 20枚 20枚

有効期限　　平成23年（2011年）3月31日まで

⑥ 東京ドームホテルズ
宿泊割引券

10枚 10枚 10枚 10枚 20枚 20枚
有効期限　　平成23年（2011年）3月31日まで

⑦ 東京ドームホテルズ
飲食割引券

10枚 10枚 10枚 10枚 20枚 20枚
有効期限　　平成23年（2011年）3月31日まで

⑧ 松戸競輪場株主証
（一般入場料1名分無料）

1枚 1枚 1枚 1枚 1枚 1枚
有効期間　　平成22年（2010年）4月1日から平成23年（2011年）3月31日まで

ト ピ ッ ク ス
単元未満株式をご所有の株主様へのご案内

　当社株式の証券市場での取引は１単元＝1,000株となっているため、単元未満株式を市場で売買することはできません。そ
こで、単元未満株式をご所有の株主様におかれましては、「単元未満株式買増制度」または「単元未満株式買取制度」を選択し
てご利用いただけます。

１．単元未満株式の買取・買増制度の概要
　①単元未満株式買増制度とは…
　　�　単元未満株式をご所有の株主様が、その単元未満株式を単元株式にまとめるために、当社に対して単元株式に不足する

数の株式の買増をご請求いただける制度です。
　②単元未満株式買取制度とは…
　　�　単元未満株式をご所有の株主様が、当社に対してその単元未満株式の買取をご請求いただける制度です。

２．お手続きの方法
　①証券会社の口座に記録されている単元未満株式
　�　お取引口座のある証券会社（口座管理機関）にお問い合わせください。
　②特別口座に記録されている単元未満株式
　�　特別口座の口座管理機関である中央三井信託銀行までお問い合わせください。
　　　　　　　　中央三井信託銀行株式会社　　証券代行部
　　　　　　　　（フリーダイヤル）0120-78-2031
　　　　　　　　〒168-0063
　　　　　　　　東京都杉並区和泉２丁目８番４号
３．手数料

単 元 未 満 株 式 が
記録されている口座 当社に対する手数料 口座管理機関に対する手数料

証券会社の口座
無　料

お取引口座のある証券会社に
お問い合わせください。

特　別　口　座 無　料

特別口座にて株式をお持ちの株主様へのご案内
　　�　特別口座に記録された株式については、単元未満株式の買取請求・買増請求を除き、そのままでは株式を売買すること

はできません。
　　�　売買をするためには、証券会社等に一般口座を開設し、特別口座から株式を振り替えるお手続きが必要となります。特

別口座から一般口座への振り替えにかかるお手続きにつきましては、特別口座の口座管理機関である中央三井信託銀行ま
でお問い合わせください。

単元未満株式
200株

特別口座から証券会社の一般口座

への振替手続後、市場でのお取引

が可能となります。

特別口座に株式をお持ちの株主様

市場でのお取引が可能となります。

証券会社にて株式をお持ちの株主様

800株
を買い増し

買増制度のご利用

200株
を買い取り

買取制度のご利用

保有株数
1,000株

【200株をご所有の場合】
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2010年冬、東京ドームシティ
イベント情報！

　2010年冬、東京ドームシティでは、シティ全体を使った「Super Light City 2010 ～present for 
you～ 」をはじめ、アトラクションズでの「HAPPY CHRISTMAS 2010」、ラクーアでの「LaQua 
Xmas」、プリズムホールでの「お正月だよ！ウルトラマン 全員集合！！」を開催いたします。
　ご家族、カップル、お友達同士など、あらゆるお客様にお楽しみいただける仕掛けがいっぱいです。今年
の冬は、東京ドームシティで是非お楽しみください。

①Super Light City 2010 ～present for you～
　東京ドームシティでは、2010年11月10日（水）から97日間、『Super Light City 2010 ～present for you～ 』と題し、
都内最大級150万球のLEDを使用した美しいイルミネーションが光り輝きます。また、期間中『Present』をテーマに、東京
ドームシティ内の各施設で様々なプレゼント企画を実施いたします。今年の冬の東京ドームシティは、美しいイルミネーショ
ンが輝き、お客様の笑顔や感動が生まれる街になります。

　期　間：2010年11月10日（水）～2011年２月14日（月）
　　　　　　※一部12月25日（土）で終了のオブジェがございます。
　時　間：17：00～25：00
　　　　　　※消灯時間は一部場所により異なります。
　　　　　　※点灯時間は、日没時間により早まる場合がございます。　
　電球数：150万球（昨年は120万球）

■GREEN SPHERE<グリーン スフィア>
　（ラクーア１Ｆイベント広場）

今話題のLEDを使用した野菜の水耕栽培とイルミネーションをコラボレ
ーションさせた、東京ドームシティにしか無い画期的なオブジェです。
直径１２ｍの半球体のイルミネーションの中に、直径６ｍの半球体の野
菜水耕栽培施設を作り、無農薬で野菜を育てます。育てた野菜は、ご来
場のお客様にプレゼントいたします。

④お正月だよ！ウルトラマン 全員集合！！
　プリズムホールでは、昨年に引き続きお正月をテーマにしたウルトラマンイベントを開催
いたします。今年は、パワーアップしてクリスマスバージョンを特別開催。イベントの目玉
となるウルトラマン・バトルステージも、クリスマスとお正月で内容が変わるため２度楽し
めるイベントとなります。

　期　間：2010年12月23日（木･祝）～2011年1月5日（水）
　　　　　　※12月23日（木･祝）～25日（土）はクリスマス特別公演開催
　　　　　　※12月26日（日）～28日（火）はお休みとなります。
　時　間：10：00～17：00（最終入場16：30）
　場　所：プリズムホール
　料　金：おとな（中学生以上）
　　　　　／当日券　1,700円（前売券　1,500円）
　　　　　こども（３歳～小学生）
　　　　　／当日券　1,200円（前売券　1,000円）
　　　　　　※２歳以下無料

③LaQua Xmas
　スパ ラクーア、ラクーア ショップ＆レストランでは、TDポイントカードをご利用いただ
いたお客様に東京ドームホテル ペア宿泊券やスパ ラクーア 入館ご招待券（ペア）など素敵
なプレゼントが日替わりで当たるキャンペーン『LaQua Xmas カウントダウン プレゼント』
を実施いたします。

　キャンペーン期間：2010年12月1日（水）～2010年12月25日（土）
　　　　　　　　　　　※プレゼントキャンペーンを除くLaQua Xmasは、11月10日（水）から開催
　場　　　　　　所：スパ ラクーア、ラクーア ショップ＆レストラン

②HAPPY CHRISTMAS 2010
　東京ドームシティ アトラクションズでは、2010年11月10日（水）から2010年12月
25日（土）まで『HAPPY CHRISTMAS 2010』を開催いたします。
　期間中はお得なチケットの販売や、ウォーターシンフォニー／ビッグ・オーをクリスマス
バージョンでお届けいたします。

　期　間：2010年11月10日（水）～2010年12月25日（土）
　時　間：10：00～21：00
　　　　　　※12月23日（木･祝）～25日（土）は22：00まで開催
　場　所：東京ドームシティ アトラクションズ

＜株主優待割引券＞
当日料金から200円割引

※5名様まで有効
※会場の当日券売場のみ有効

HAPPY CHRISTMAS 2010<イメージ>

GREEN SPHER<イメージ>

LaQua Xmas
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〒112-8575  �東京都文京区後楽1丁目3番61号
	 TEL	 03（3811）2111（代表）

TDポイントに関するお問い合わせは
		  TDポイントデスク

	 03-3818-1166　10：00～18：00（土・日・特定期間除く）

東京ドーム 企業情報サイト  http://www.tokyo-dome.jp


